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１．はじめに 

 近年、Building Information Modeling が急速に普及

してきている。従来は、建物全体をモデリングせずに、

部分的な納まり検証や施工段階における納まり検証兼作

図ツールとしての活用が多かった。現在では、部材デー

タやソフトウェアが充実してきたこともあり、設計段階

における作図ツール、合意形成ツールとしても十分活用

できる程に浸透してきている。 

 本プロジェクトでは、設計施工工事としての利点を最

大限に生かすべく、入手段階から建物の維持管理までを

見据えた一気通貫、まさにワンストップをお客様に提供

するためにＢＩＭで何が出来るかを設計と施工が一丸と

なって取り組んだ。その事例の一部を紹介する。 

 対象建物の概要を表1に示す。 

表.1 建物概要 

 

２．設計施工一貫によるOneStopSolution 

 本プロジェクトでは、設計施工を活かした取組みとし

て、基本計画段階から、設計＋現場の垣根を超えたＢＩ

Ｍ協力体制を立ち上げた。ほかにもグループ会社の他、

設備協力会社にも早期に参画頂き図面作成を行った。 

 ＢＩＭ戦略会議を開催し、３Ｄ画面を見ながら設計進

捗・３Ｄモデル入力状況の確認、課題の抽出を行った。 

早期から施工側が参画することで、設計施工の力を活

かした作り込みを行うことができ、着工後の手戻りを大

幅に削減することができた。 

 

３．取組事例 

① 設備の見える化 ② ﾎﾃﾙｻﾌﾞｼｬﾌﾄﾕﾆｯﾄ化検討 

地下から屋上まで全ての設備機器ＢＩＭ作成に取り組

み各部の干渉や建築・構造との調整を実施した。ｻﾌﾞｼｬﾌ

ﾄのﾕﾆｯﾄ化を目指し、デジタルモックアップを作成した。 

 

図.1 取組事例 ①② 

③ 気流解析 

作成したＢＩＭを活用し、モデル形状を利用して気流

解析を実施した。モデルを活用することで、図面として

だけではなく、形状や属性を持った建物データベースと

しての様々な活用方法を試した。 

 
④ 総合ＢＩＭプロット図 

 

図.2 取組事例 ④ 

⑤設計時における搬出入計画 

などＢＩＭを使って様々な検討を実施した。 

 

４．最後に 

今後も、設計施工力を活かしたＢＩＭの取組みとして、

施工中のＡＲ/ＶＲ技術の活用、竣工後のＦＭ連携やＩｏ

Ｔ技術によるビックデータ活用なども視野に入れ、入手

段階から建物の維持管理までの一気通貫ビジネスに挑戦

していきたい。 

建 物 用 途 ｵﾌｨｽ、ﾎﾃﾙ、飲食店舗、ﾎｰﾙ、駐車場 

延 床 面 積 合計 約55,000m2 

(ｵﾌｨｽ 約27,000m2 ﾎﾃﾙ 約16,000m2) 

ﾎ ﾃ ﾙ 客 室 数 352室 

構 造 SRC造/RC造 

階 数 ・ 高 さ 地下2階/地上25階、116m 
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